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既築分譲マンション駐車棟で
全429区画のEV充電サービスを提供
2021年に竣工した18階建（342戸）の分譲マン

ションの駐車場429区画にEV充電用3kWコンセント

が整備され、2024年2月にはユビ電株式会社に

よるEV充電サービス「WeCharge※」が開始予定。

これはケーブルをEV充電用コンセントにつなぎ、

アプリで二次元コードを読み込むだけで充電が始

まり、利用した電力量を登録したクレジットカード

で決済するサービス。マンション居住者でも戸建

住宅のような基礎充電が可能になり、充電設備

付きマンションとして資産価値も向上する。

このシステムは電力系統とも連携しており、太陽光

発電の余剰電力をEVの充電に活用することで、

ピークシフトやピークカットを実現し、電力需給

安定化に貢献することが期待されている。

大阪国際空港駐車場の予約エリアに
184基のEV充電用コンセントを設置
ユビ電株式会社は、関西エアポート株式会社が

運営する大阪国際空港駐車場に、国内空港で

最大規模のEV充電用コンセント184基を設置。

2024年春頃からEV充電サービス「WeCharge」

の提供開始を予定している。これまで、空港には

わずかな急速充電器が設置されているだけで、

空港到着後には充電車室に移動して充電完了を

待つ必要があった。今回は予約可能な184車室

全てに3kWのEV充電用コンセントを設置するこ

とにより、12時間の駐車で約250km走行可能に

なる。航空機利用者は、空港出発時にEVを駐車

しておけば、航空便を利用して再度空港に戻って

きた時には、充電したEVをすぐ利用できるため、

利便性が高まると期待されている。

EV充電用コンセントの二次元コードを読み込むと
基礎充電が始まり、充電場所がアプリに表示される

EVユーザーは所有するケーブルを用いて
EV充電用コンセントに接続

EV充電用コンセントを個別にON/OFFし、
消費電力情報をクラウドに送る制御装置

EV充電用コンセントの二次元コードを読み込むと
EVへの基礎充電が始まる

大阪国際空港（伊丹空港）

大阪国際空港の北立体駐車場①3階（84車室）および、南立体駐車場2階（100車室）、全184車室に設置されるEV充電用3kWコンセント（写真は北立体駐車場①3階）マンション駐車棟の全429区画に設置された、個別に基礎充電できるEV充電用3kWコンセント

二次元コードを読みこむだけですぐ充電が
開始。充電が完了すると履歴を閲覧可能

全国のWeCharge
スポットも検索可能

※ユビ電株式会社の登録商標

（伊丹空港）
フォレストプレイス
香椎照葉ザ・テラス

大阪国際空港
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